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本日のスケジュール 

時 間 帯 内  容 

9：30 ～ 

 9：50 
○ 受  付 

9：50 ～ 

 10：00 
○ 開会行事 

 
1 階 大会議室会場 エントランス 

10：00 ～ 

 10：15 
○ 定時・通信制について 

定時制・通信制高校等 

合同説明会 

10：15 ～ 

 10：30 
○ ひきこもり 

10：30 ～ 

 10：45 
○ 心とからだ 

10：45 ～ 

 11：00 
○ 進路選択 

11：00 ～ 

 11：15 
休  憩 

11：15 ～ 

 12：15 
○ 在校生のしゃべり場 

13：00 ～ 

 15：30 

通信制高校生徒によるブース 

① 神村学園高等部 

② クラーク記念国際高校 

③ こころ未来高校 

④ 勇志国際高校 
 

※注意点 

・食事は県庁 2階食堂をご利用ください。 

 (食堂の営業は休業しておりますが、会場内にてお弁当の販売がございます) 

・講演会・説明会共に入退場自由です。いつでもいらしてください。 

・施設の都合上、15:30を最終終了時刻とさせていただきます。 

 
進路を決定する上で、ぜひ各学校の説明会・合同相談会の情報を活用されてください。 

また、後日学校へ訪問される場合は、必ず事前に学校へ連絡したうえで訪問してください。



今後の進路へ向けて 

◆ 進路先について確認したいこと 

 

 

◆ 全日制高等学校とは・・・ 

 全国で最も数が多いのが全日制課程で、中学校と同様のイメージです。毎日朝から 1日教育活

動が行われます。授業は日・祝日や夏休みなどの長期休暇を除いた週 5～6日が基本で、1日 6

時間程度の授業があり、基本的には毎日学校に通って授業を受けます。 

 修業年限(在籍しなければならない期間)は法律で定められ、3年間です。 

 

 

◆ 定時制高等学校とは・・・ 

 時間帯を区切って学習するのが定時制課程の特長で、夜間の場合 1日に 4時間程度の授業を行

うことが多く、4年間で卒業することを基本とする時間設定になっています。時間帯以外は、全

日制と殆ど変わりません。定時制高校が指定する授業・講座で単位を取得すれば、3年間で卒業

することも可能です。 

 定時制といえば、夜間のイメージが強いと思いますが、昼間部などの課程を持つ高校もあり、

3年で卒業することができます。通い方は他の全日制高校と変わらないことが長崎の特徴です。 

 

 

◆ 通信制高等学校とは・・・ 

 通信による教育を行う課程で、修業年限は 3年以上と定められています。 

 通信制は、個々に合ったペースで学習し、卒業資格を取得することができるため、働いている

人や不登校の人、中退した人、学業不振者に適しています。 

 レポート(報告課題)、スクーリング(面接授業)、テストを通じて単位を取得していきます。学年

制よりも単位制の学校が多く、個々の進め方で学習を進めていくことが可能なため、最短で 3

年、在籍期間を活用して 10年以上かけて卒業する人もいます。 

  

➤ 興味・関心はどんなところですか。 

➤ 精神面・健康面の特徴や、配慮すべきことはありますか。 

➤ 通学時間や距離はどうですか。(近くがよいか、ある程度離れていた方がよいか。) 

➤ 所得単位数は規定以上とれるようになっていますか。 

➤ 経済状況にあったところですか。 

➤ 学費補助や奨学金などの制度を利用したい場合、利用できそうですか。 



◆ サポート校とは・・・ 

 通信制高校に在籍する生徒に対して、早期(最短で 3年)で卒業できるように、単位取得、進級

等に必要とされる支援を行う民間の教育施設のことです。 

 通信制高校の生徒は自学自習となるので、挫折してしまうケースや、卒業までに 5年以上かか

ってしまうケースも目立ちます。そういった生徒を学習面、生活面、精神面でサポートします。 

 サポート校では、高校卒業資格取得のための単位の認定を行わないので、通信制高校に同時入

学が必要となります。 

 

 

◆ 高等学校卒業程度認定試験 (高認試験)とは・・・ 

 高校卒業程度の学力を認定するための試験です。合格者は高校卒業者と同等の以上の学力があ

ると認められます。大学・短大・専門学校の受験が認められるだけでなく、就職や資格試験にお

いても、高校卒業と同等として扱われることがあります。 

 受験できる方は、当該年度に満 16歳以上になる方で、大学入学資格を持っていない方になり

ます。※高認試験に合格しても、最終学歴はあくまで「中学卒業」です。 

 

 

◆ 今後、心がけたいこと 

 

 

【ワンポイント】 単位制と学年制の違い 

 

➢ 「こんなはずじゃなかった…。」とならないように、学校説明会や合同相談会には

できるだけ参加するようにしましょう。 

➢ 学校説明会や相談会の他、個別に学校見学や相談の対応をしてくれる学校もありま

す。そういう場合は、事前に連絡をして、お願いしてみましょう。 

➢ 在籍校がある場合は、必ず今の担任の先生や進路指導の先生には相談をしながら、

進路を決めていきましょう。 

進路先の学校とだけで話を進めないように気を付けてください。 

高卒資格の条件の 1つに「各学校が定める 74単位以上を取得する」とあります。 

「単位制」 
授業科目を単位と呼ばれる学習時間数に分けて修得していく方式です。 

学習する教科・科目を一定の決まりの中で選んで時間割を作っていきます。 

「学年制」 
各学年での教育課程の修了を繰り返して学習していく方式です。 

学年ごとに必要な単位数が決まっているため、それを修得すると進級できます。 


